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子ど もの感性 の発 見
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  像舗 の 助 言i・ 依 り．｝t”もt2k？Me　E　tiる が、刺裁

　 ち 受けtJ い 場合 で 転 仲 聞 の 耘見を闇 く學 に 」うて剰激

　 乞受 ける象〆 あ り．そこ に ケ ル ー
フ

。

で の 話 し 合 い の 煮ナ

　 Wt　Pt 含まMl い b 。こ れ らの fi　di　L＃6 ビ もの 鰹覚ち
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い か 匕 鳥わ れ る e そ して 、他 の 分野 の 中で も累

教的な活動ば 特 r−M 係が 探い も の と 思わX る。
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